




　我国において、濾紙血 TSH を指標としたクレチン症スクリーニング系はすで

に優れた成績が報告されているが、サイロキシン(T4)を指標にした系は、いま

だ報告に乏しい。今回は、すでにキット化されている(1)抗体被覆チューブ使

用全自動測定系(Concept4、C4)　(2)抗体被覆チューブ使用手動測定系(Gamma

Coat T4、G4)及び(3)PEG 使用 T4 RIA 系 (ThyroscreenT4、TS)の三系につきそ

の測定特性に検討を加えた。担当技師 1 名 8 時間当りの検体処理能は C4 600

検体、G4 400 検体、TS270 検体と C4 がすぐれている。測定感度は、3mm Disc

使用の C4 及び 6mm Disc 使用の G4 及び TS のいずれも血清転換 1μg/dl と、正

常児下限域の検出に十分な値をしめした。


